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１ 調査の目的 

本市では「子ども・子育て支援法」に基づき、一人ひとりの子どもが健やかに成長す

ることができる社会の実現を目指して、平成27年３月に「第１期塩竈市子ども・子育て

支援事業計画」を策定し、様々な子育て支援事業に取り組んでいますが、本計画が平成

27年度から31年度までの５か年計画であることから、2020年度を始期とする第２期

計画の策定を予定しています。 

第２期計画策定にあたり、必要な情報を得るため、子育て家庭ニーズの動向分析等を

行い、市の現状と今後の子ども・子育て支援における課題を整理することを目的とした

調査を実施しました。 

２ 調査の設計 

調査票は調査対象者別に作成しており、各調査の調査票配布数及び調査期間・方法は、

以下のとおりです。 

■ 調査票の種類と調査対象者及び調査の実施方法 

①調査票「子ども・子育て支援に関するニーズ調査（就学前児童用）」

調査対象者 平成30年12月1日現在、塩竈市に在住の就学前児童を持つ保護者

調査票配布数 1,726人

調査期間 平成31年2月7日～平成31年2月22日

調査方法 
幼稚園・認可保育所等を利用している児童の保護者には、施設を通して
調査票を配布・回収しました。また、それ以外の児童の保護者には、郵送
により調査票を配布・回収しました。

②調査票「子ども・子育て支援に関するニーズ調査（小学生用）」

調査対象者 平成30年12月1日現在、塩竈市に在住の小学生を持つ保護者

調査票配布数 1,234人

調査期間 平成31年2月7日～平成31年2月22日

調査方法 
市立小学校に通学している小学生の保護者に、小学校を通して調査票
を配布・回収しました。また、それ以外の小学生の保護者には、郵送によ
り調査票を配布・回収しました。
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０歳

24.1%

１歳

15.0%

２歳

13.6%

３歳

14.6%

４歳

16.0%

５歳

14.5%

無回答

2.1%

就学前児童

n=1,085

１年生

15.4%

２年生

16.9%

３年生

18.2%
４年生

15.5%

５年生

16.6%

６年生

14.6%

無回答

2.8%

小学生

n=908

３ 調査票の配布・回収状況 

調査によるそれぞれの配布・回収状況は、以下のとおりです。 

■ 調査票の配布・回収状況 

調査対象者 配布数(人) 回収数(人) 回収率(％) 

就学前児童の保護者 1,726 1,085 62.9

小学生の保護者 1,234 908 73.6

４ 調査対象者の属性・回答者の状況等 

（１）調査対象者の属性 

問1 年齢（就学前児童） [問1] 学年（小学生） 



調査結果【概要版】 

3 

母親

95.0%

父親

3.9%

その他

0.2%

無回答

0.9%

就学前児童

n=1,085

配偶者が

いる

88.8%

配偶者は

いない

9.7%

無回答

1.5%

就学前児童

n=1,085

母親

92.6%

父親

6.4%

その他

0.4%

無回答

0.6%

小学生

n=908

配偶者が

いる

81.2%

配偶者は

いない

17.6%

無回答

1.2%

小学生

n=908

（２）調査回答者の状況と配偶者の有無 

問3 調査回答者（就学前児童） 問4 配偶者の有無（就学前児童） 

[問3] 調査回答者（小学生） [問4] 配偶者の有無（小学生） 
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不満

11.7%

やや不満

22.7%

ふつう

46.8%

やや満足

13.2%

満足

3.4%
無回答

2.2%

就学前児童

n=1,085

不満

10.4%

やや不満

17.0%

ふつう

56.8%

やや満足

10.6%

満足

2.9%

無回答

2.4%

小学生

n=908

５ 調査結果からみた現状と課題等 

課題の抽出にあたっては、報告書の調査結果に加えてクロス集計等のデータを基に、

より詳しい分析を行いました。 

結果１ 子育ての環境や支援に対する保護者の満足度は、就学前児童・小学生ともに、

満足と感じている保護者は、不満と感じている保護者の約半分 

○本市の子育て環境や支援に対する満足度をみると、就学前児童・小学生の保護者いず

れも「ふつう」（46.8％・56.8％）の割合が最も高く、次いで「やや不満＋不満」

（34.4％・27.4％）、「やや満足＋満足」（16.6％・13.5％）となっています。 

【問34・[問11]】 

▼ 

以上の結果から、今後評価を引き上げるためには、現在実施している事業に対して、

子育て世帯の様々なニーズに即した対策の見直し・改善を図り、満足度向上に向けた

取組を検討する必要があります。 

問34[問11] 居住地域における子育ての環境や支援への満足度 

「やや満足

＋満足」

16.6％ 

「やや不満

＋不満」

34.4％ 

「やや満足

＋満足」

13.5％ 

「やや不満

＋不満」

27.4％ 
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33.4 

60.7 

0.8 

5.1 

11.8 

1.4 

0% 25% 50% 75% 100%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもを預けられる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもを

みてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

就学前児童

n=1,085

44.1 

6.8 

25.4 

44.1 

6.8 

3.4 

3.4 

0% 25% 50% 75% 100%

友人・知人の身体的・
精神的な負担や時間的

制約を心配することなく、
安心して子どもをみてもらえる

友人・知人の身体的負担が
大きく心配である

友人・知人の時間的制約や
精神的な負担が

大きく心配である

自分たち親の立場として、
負担をかけている
ことが心苦しい

子どもの教育や発達に
とってふさわしい環境で
あるか、少し不安がある

その他

無回答
就学前児童

n=59

51.2 

25.1 

27.3 

27.3 

8.2 

2.9 

0.9 

0% 25% 50% 75% 100%

祖父母等の親族の身体的・
精神的な負担や時間的

制約を心配することなく、
安心して子どもをみてもらえる

祖父母等の親族の身体的
負担が大きく心配である

祖父母等の親族の時間的
制約や精神的な負担が

大きく心配である

自分たち親の立場として、
負担をかけている
ことが心苦しい

子どもの教育や発達に
とってふさわしい環境で
あるか、少し不安がある

その他

無回答
就学前児童

n=926

結果２ 周囲の協力が得られない孤立した子育て中の就学前児童保護者は12％ 

○就学前児童の保護者の大半は、周囲の協力を得て子育てを行っています。祖父母等の

親族や友人・知人にみてもらえるケースでも、そのうちの約２割の保護者が「時間的

制約や精神的な負担が大きく心配である」と回答しています。 

○日常的及び緊急時等に親族や友人・知人等の協力が得られない、孤立した子育て環境

にいる就学前児童の保護者は11.8％となっています。そのうち母子家庭は11人

（1.0％）、父子家庭はいませんでした。【問8・問8-1・問8-2】 

▼ 

以上の結果から、孤立した育児環境にある家庭に対しては、個々のニーズに対応した

子育て支援の手を差し伸べるとともに、安心できる育児環境への取組が必要となります。 

問8 親族・知人等協力者の状況 

問8-1 祖父母等の親族に子どもを 問8-2 友人・知人に子どもを 
みてもらうことへの考え みてもらうことへの考え 
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いる／ある

89.8%

いない

／ない

3.6%

無回答

6.6%

就学前児童

n=1,085

82.2 

72.9 

8.3 

8.2 

9.7 

23.2 

15.3 

0.0 

8.0 

0.7 

4.9 

0.4 

0% 25% 50% 75% 100%

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育て支援施設（地域子育て
支援拠点、児童館等）・NPO

保健所・保健センター

保育士

幼稚園教諭

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

市の子育て関連担当窓口
（子育て支援課）

その他

無回答

就学前児童

n=974

結果３ 子育てする上で気軽に相談できる相手がいない方は４％ 

○気軽に相談できる相手が「いる／ある」就学前児童の保護者は約９割で、その相手は

「祖父母等の親族」（82.2％）、「友人や知人」（72.9％）が上位を占め、主に身近な

人達となっています。【問9・問9-1】 

○一方、「保健所・保健センター」（9.7％）、「子育て支援施設」（8.2％）、「市の子育て

関連担当窓口（子育て支援課）」（0.7％）等の公的機関では１割を下回っています。 

また、民生委員・児童委員への相談者はいない状況です。【問9-1】 

○気軽に相談できる相手が「いない／ない」保護者は3.6％となっています。【問9】 

▼ 

以上の結果から、公的な相談機関が活用しやすくなるよう、教育・保育施設等と連

携して、その活動の周知徹底・普及を図るとともに、気軽に相談できる（相談しやす

い）体制の整備について再検討する必要があります。 

問9 子育てに関して気軽に相談できる人の有無 問9-1 気軽に相談できる相手 
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0.5 
2.6 4.4 

12.7 

64.1 

13.1 
2.6 1.0 2.5 

4.5 
12.9 

63.7 

14.7 

0.7 
0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日以上 無回答

就学前児童

n=757

小学生

n=714

29.1 

7.8 

30.7 

2.1 

27.6 

2.3 

0.3 

39.8

0.2

38.3

0.3

15.6

2.1

3.6

0% 25% 50% 75% 100%

フルタイムで就労しており、

産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、

産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、

産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、

産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、

現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

就学前児童

n=1,085

小学生

n=  908

結果４ 母親の就労率（育休を含む）は就学前児童で69.7％、小学生で78.6％ 

○母親の就労状況をみると、「フルタイムで就労している」と「パート・アルバイト等

で就労している」を合わせた現在の就労割合は、就学前児童が69.7％、小学生が

78.6％となっています。平成25年度の前回調査と比較すると、就学前児童で11.8
ポイ

ント、

小学生で3.9
ポイ

ント高くなっています。【問11(1)・[問6(1)]】 

○就学前児童・小学生ともに、母親の就労日数（1週当たり）は「５日」（64.1％・63.7％）、

就労時間（1日当たり）は「８～９時間」（39.9％・37.7％）の割合が最も高くなっ

ています。【問11(1)-1・[問6(1)-1]】 

○また、就学前児童・小学生ともに、母親の出勤時間は「８時台」（36.7％・40.5％）、

帰宅時間は「18～19時台」（39.0％・35.2％）の割合が最も高くなっています。 

【問11(1)-2・[問6(1)-2]】 

▼ 

以上の結果から、母親の出勤時間・帰宅時間を考慮して預けられる事業運営や、土

曜日にも預けられる運営体制など、保護者のニーズに対応できる体制の整備だけでな

く、職場における意識改善や就労環境の見直し・整備についても検討が必要です。 

問11(1)[問6(1)] 母親の就労状況 

問11(1)-1[問6(1)-1] 母親の就労日数（１週当たり） 
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2.4 

21.1 
29.6 

39.9 

3.0 1.2 2.8 3.1 

23.8 25.9 
37.7 

6.4 
0.8 2.2 

0%

25%

50%

75%

100%

４時間
未満

４～５
時間

６～７
時間

８～９
時間

10～11
時間

12時間
以上

無回答

就学前児童

n=757

小学生

n=714

1.3 3.2 

34.1 36.7 

10.2 5.4 9.1 
0.7 

3.6 

30.5 
40.5 

11.9 7.6 5.2 

0%

25%

50%

75%

100%

６時以前 ６時台 ７時台 ８時台 ９時台 10時以後 無回答

就学前児童

n=757

小学生

n=714

3.8 

15.6 
29.5 

39.0 

2.0 1.1 
9.1 6.3 

18.1 

30.4 35.2 

3.8 1.1 5.2 

0%

25%

50%

75%

100%

12時以前 12～15
時台

16～17
時台

18～19
時台

20～21
時台

22時以後 無回答

就学前児童

n=757

小学生

n=714

問11(1)-1[問6(1)-1] 母親の就労時間（１日当たり） 

問11(1)-2[問6(1)-2] 母親の出勤時間 

問11(1)-2[問6(1)-2] 母親の帰宅時間 
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67.0 31.8 1.2 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=1,085

利用している 利用していない 無回答

33.3 

9.9 

0.0 

15.9 

6.4 

1.4 

1.4 

47.8 

15.1 

0.3 

0% 25% 50% 75% 100%

利用する必要がない

子どもの祖父母や
親戚がみている

近所の人や父母の
友人・知人がみている

利用したいが、保育・教育の
事業に空きがない

利用したいが、経済的な理由で
事業を利用できない

利用したいが、延長・夜間等の
時間帯の条件が合わない

利用したいが、事業の質や
場所など、納得できる事業がない

子どもがまだ小さいため
（□歳くらいになったら

利用しようと考えている）

その他

無回答

就学前児童

n=345

０歳

0.6%

１歳

18.2%

２歳

10.9%

３歳

47.3%

４歳

17.6%

５歳

1.8%

無回答

3.6%

就学前児童

n=165

結果５ 定期的な教育・保育事業を利用している保護者は67.0％ 

○平日の定期的な教育・保育事業を「利用している」保護者は67.0％、利用していな

い保護者は31.8％となっています。【問14】 

○利用していない理由は、「子どもがまだ小さいため（□歳くらいになったら利用しよ

うと考えている）」が47.8％で最も高く、約８割の保護者が満３歳までには利用した

いと考えています。【問14-5】 

▼ 

以上の結果から、現在の未利用者が利用できるよう条件等の再確認や待機児童対策

などを検討し、教育・保育事業の利用につなげることが必要です。また、2019年10

月より幼児教育・保育の無償化が予定されており、利用増加を見込んだ教育・保育事

業量の確保が必要となります。 

問14 定期的な教育・保育事業の利用状況 

問14-5 教育・保育事業を利用していない理由 

問 14-5.8 利用を希望する 
子どもの年齢 
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41.1 

10.6 

50.6 

0.6 

2.1 

0.0 

1.2 

0.4 

1.9 

0.0 

0.4 

2.3 

0.1 

0% 25% 50% 75% 100%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

自治体の認証・
認定保育施設

その他の認可外保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート
・センター

その他

無回答

就学前児童

n=727

60.2 

29.7 

48.8 

19.4 

7.5 

1.4 

4.9 

1.2 

0.7 

2.7 

4.6 

1.5 

4.6 

0% 25% 50% 75% 100%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

自治体の認証・
認定保育施設

その他の認可外保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート
・センター

その他

無回答

就学前児童

n=1,085

結果６ 平日の定期的な教育・保育事業で「幼稚園」を希望する保護者は60.2％ 

○就学前児童の保護者が利用している平日の定期的な教育・保育事業は、「認可保育所」

が50.6％で最も高く、次いで「幼稚園」が41.1％、「幼稚園の預かり保育」が10.6％

となっています。【問14-1】 

○利用している理由は、「子育てをしている方が現在就労している」（73.6％）の割合

が最も高く、次いで「子どもの教育や発達のため」（57.5％）となっています。 

【問14-4】 

○就学前児童の保護者が利用を希望する平日の定期的な教育・保育事業は、「幼稚園」

が60.2％で最も高く、次いで「認可保育所」が48.8％、「幼稚園の預かり保育」が

29.7％となっています。【問15】 

○今後の利用希望と実際の利用状況との乖離は、現状より「幼稚園」「幼稚園の預かり

保育」で各19.1
ポイ

ント、「認定こども園」で18.8
ポイ

ント、「小規模保育施設」で5.4
ポイ

ント高い状

況です。【問14-1・問15】 

○幼児教育が無償化になった場合の利用希望と実際の利用状況との乖離は、現状より

「幼稚園の預かり保育」で21.6
ポイ

ント、「幼稚園」で20.9
ポイ

ント、「認定こども園」で19.3
ポイ

ント

高く、「認可保育所」で3.9
ポイ

ント、「その他の認可外保育施設」で0.7
ポイ

ント低い状況です。【問

14-1・問16】 

▼ 

以上の結果から、利用者ニーズに対応できるよう、「幼稚園」「幼稚園の預かり保育」

「認定こども園」等に関する事業の質的向上や今後の見込量の精査が必要となります。

 問14-1 定期的な教育・保育事業の利用状況 問15 希望する定期的な教育・保育事業 
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57.5 

73.6 

1.2 

0.3 

0.6 

0.4 

1.2 

0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

子どもの教育や発達のため

子育て（教育を含む）をしている方が

現在就労している

子育て（教育を含む）をしている方に

就労予定がある／求職中である

子育て（教育を含む）をしている方が

家族・親族などを介護している

子育て（教育を含む）をしている方に

病気や障害がある

子育て（教育を含む）をしている方が

学生である

その他

無回答

就学前児童

n=727

62.0 

32.2 

46.7 

19.9 

7.0 

1.1 

3.6 

1.4 

1.2 

2.3 

4.0 

2.9 

4.5 

0% 25% 50% 75% 100%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

自治体の認証・

認定保育施設

その他の認可外保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート

・センター

その他

無回答

就学前児童

n=1,085

問14-4 平日に定期的に教育・保育事業を利用している理由 

問16 幼児教育が無償化になった場合の利用希望 
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17.0 

4.2 

78.3 

3.5 

0% 25% 50% 75% 100%

地域子育て支援拠点事業

（親子が集まって過ごしたり、相談をする場）

その他塩竈市で実施している類似の事業

利用していない

無回答

就学前児童

n=1,085

23.2 

7.4 

63.0 

6.4 

0% 25% 50% 75% 100%

利用していないが利用したい

すでに利用しているが利用回数を増やしたい

新たに利用したり、利用回数を増やしたいとは思わない

無回答

就学前児童

n=1,085

32.9 

21.4 

7.1 
17.5 

5.6 3.6 0.0 0.4 
11.5 

0%

25%

50%

75%

100%

１回 ２回 ３回 ４回 ５～８回 ９～12回 13～16回 17回以上 無回答

就学前児童
n=252

結果７ 地域子育て支援事業の利用者は21.2％ 

○地域子育て支援事業の利用状況をみると、「地域子育て支援拠点事業」の利用者が

17.0％、「その他塩竈市で実施している類似の事業」の利用者が4.2％、「利用してい

ない」保護者が78.3％という状況です。【問17】 

○地域子育て支援拠点事業の今後の利用意向をみると、「利用していないが利用したい」

保護者は23.2％で、１ヶ月当たりの利用回数は「１回」が32.9％、「２回」が21.4％、

「４回」が17.5％となっています。一方、「新たに利用したり、利用日数を増やした

いとは思わない」は63.0％となっています。【問18】 

▼ 

以上の結果から、地域の子育て支援拠点事業の利用者を増やすためには、利用者の

視点に立って事業内容や運営内容を再検討するとともに、保護者には利用勧奨の取組

が必要となります。 

問17 地域子育て支援事業の利用状況 

問18 地域子育て支援拠点事業の今後の利用意向 

問18.1 未利用者の今後の利用希望回数（１ヶ月当たり） 
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あった

75.2%

なかった

18.6%

無回答

6.2%

就学前児童

n=727

24.5 

79.2 

37.5 

15.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.9 

1.3 

0.9 

0% 25% 50% 75% 100%

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に

子どもをみてもらった

父親・母親のうち、就労して

いない方が子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・

センターを利用した

仕方なく子どもだけで

留守番をさせた

その他

無回答

就学前児童

n=547

結果８ 病児・病後児保育施設等の利用を希望する保護者は39.8％ 

○就学前児童の保護者の75.2％は、病気やケガで子どもが平日の定期的な教育・保育

事業を利用できなかったことが「あった」と回答しています。また、その際の対処方

法は「母親が休んだ」割合が79.2％と最も高く、次いで「（同居者を含む）親族・知

人に子どもをみてもらった」（37.5％）、「父親が休んだ」（24.5％）となっています。

【問22・22-1】 

○父親・母親が休んで対処した方のうち、「できれば病児・病後児保育施設等を利用し

たい」と回答した保護者は39.8％となっています。また、利用したい病児・病後児

保育施設等の場所は89.8％が「塩竈市内」と回答しています。【問22-2・22-4】 

○病児・病後児保育施設等を「利用したいと思わない」理由は、「病児・病後児を他人

に看てもらうのは不安」が56.9％で最も高く、次いで「利用料がかかる・高い」

（25.0％）、「利用料がわからない」（19.2％）となっています。【問22-5】 

▼ 

以上の結果から、父親・母親が休んで対処した保護者のうち４割程度は病児・病後

児保育施設等の利用を希望しているため、施設の場所・事業形態などニーズに即した

適切な提供体制の整備が必要となります。また、他人に子どもを看てもらうことの不

安や、利用料の理由から利用したいと思わない人もいることから、利用したい方が不

安なく利用できる体制づくりも求められています。 

問22 病気やケガで通常の事業が 問22-1 この１年間の対処方法 
利用できなかったことの有無 
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39.8 58.8 1.4 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=442

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい 利用したいとは思わない 無回答

塩竈市内

89.8%

市外

0.6%
無回答

9.7%

就学前児童

n=176

56.9 

9.2 

6.5 

25.0 

19.2 

65.8 

12.7 

4.2 

0% 25% 50% 75% 100%

病児・病後児を他人に
看てもらうのは不安

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性
（立地や利用可能時間・

日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

親が仕事を休んで対応する

その他

無回答

就学前児童

n=260

問22-2 父親・母親が休んで対処した方の病児・病後児保育施設等の利用意向 

問22-4 病児・病後児保育施設等を 問22-5 病児・病後児保育施設等を 
利用したい場所 利用したいと思わない理由 
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5.1 

9.6 

0.8 

0.0 

0.1 

0.3 

80.1 

4.6 

0% 25% 50% 75% 100%

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・

センター

夜間養護等事業：

トワイライトステイ

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

就学前児童

n=1,085
78.4 

4.5 

4.4 

5.2 

12.5 

8.9 

7.8 

14.3 

5.9 

0.7 

0% 25% 50% 75% 100%

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性
（立地や利用可能時間・
日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者に
なるのかどうかわからない

事業の利用方法
（手続き等）がわからない

その他

無回答

就学前児童

n=869

結果９ 不定期の教育・保育事業の利用希望は37.5％ 

○私用、親の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している教育・保育事業の状

況をみると、最も利用割合が高い「幼稚園の預かり保育」でも9.6％にとどまり、い

ずれの事業も１割に満たない状況で、約８割は「利用していない」と回答しています。

【問23】 

○「利用していない」理由は、「特に利用する必要がない」が78.4％で最も高く、次い

で「事業の利用方法（手続き等）がわからない」（14.3％）、「利用料がかかる・高い」

（12.5％）となっています。【問23-1】 

○不定期の教育・保育事業の利用を希望する保護者は37.5％、利用の目的をみると、

74.0％が「私用（買い物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフレッシ

ュ目的」、61.9％が「冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院等」、

26.0％が「不定期の就労」となっています。【問24】 

▼ 

以上の結果から、利用希望者が利用方法や利用料・利用時間などを心配することな

く利用できるよう、事業内容の周知と利用しやすい環境の整備が求められています。

また、育児疲れによる保護者の心理的・肉体的負担を軽減するための支援が必要とさ

れていることから、保育需要を適切に把握し、安心して子育てができる環境づくりが

必要となります。 

問23 不定期に利用している 問23-1 不定期の教育・保育事業を 
教育・保育事業 利用していない理由 
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利用したい

37.5%
利用する

必要はない

52.4%

無回答

10.1%

就学前児童

n=1,085

74.0 

61.9 

26.0 

4.4 

4.7 

0% 25% 50% 75% 100%

私用（買い物、子ども（兄弟姉妹を

含む）や親の習い事等）、

リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、

子ども（兄弟姉妹を含む）や

親の通院等

不定期の就労

その他

無回答
就学前児童

n=407

問24 不定期の教育・保育事業の利用希望とその目的 
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49.7 

15.3 

33.1 

4.5 

13.4 

51.0 

0.0 

5.7 

0.6 

68.6 

14.0 

41.3 

3.7 

14.6 

30.6 

1.3 

12.2 

1.5 

0% 25% 50% 75% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

塾や習い事（ピアノ教室、

サッカークラブ、学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

放課後児童クラブ（学童保育）

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

無回答

就学前児童

n=157

小学生

n=458

72.6 

19.7 

42.7 

3.2 

14.6 

27.4 

0.0 

9.6 

0.6 

75.0 

18.0 

48.5 

3.1 

12.1 

13.7 

1.4 

15.1 

6.4 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=157

小学生

n=908

結果10 放課後児童クラブ（小学校低学年時期）の利用希望は、就学前児童で51.0％ 

小学生は30.6％ 

○放課後の過ごし方について、「放課後児童クラブ」の利用希望をみると、小学校低学

年時期は就学前児童で51.0％、小学生で30.6％となっています。【問26・[問9]】 

○小学校高学年時期では、就学前児童で27.4％、小学生で13.7％となっています。 

【問27・[問10]】 

▼ 

以上の結果から、子どもの放課後の安全な過ごし方として「放課後児童クラブ」は、

主に小学校低学年時期において一定の役割を担っています。子どもを一時的に預かる

だけではなく、学力の向上をはじめ、子どもの成長に繋がる事業内容を充実するなど、

小学生のニーズに即した事業運営が求められます。 

問26[問9]・問27[問10] 放課後の過ごし方の希望 

《小学校低学年の時期》 《小学校高学年の時期》 
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結果11 育児休業を取得したまたは取得中の母親は69.4％、父親は該当者なし 

○お子さんが生まれた時に「働いていなかった」と回答した方を除いた就労者のうち、

育児休業を取得したまたは取得中の母親は69.4％、父親は1.4％でした。平成25年

度の前回調査時（母親60.8％・父親3.1％）と比較すると、母親は8.6
ポイ

ント高く、父親

は1.7
ポイ

ント低くなっています。【問29(1)(2)】 

○育児休業を取得していない主な理由として、母親は「子育てや家事に専念するために

退職した」（24.7％）、「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」（17.8％）、「収

入減となり、経済的に苦しくなる」（17.1％）となっています。父親は「配偶者が無

職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった」（27.6％）、

「仕事が忙しかった」（26.7％）、「収入減となり、経済的に苦しくなる」（23.7％）、

「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」（23.1％）となっています。【問

33(1)(2)】 

○休業取得後の職場復帰した母親は70.9％で、そのうち年度初めの入所に合わせたタ

イミングでの復帰は53.8％、また、育児休業中に離職した母親は9.1％となっていま

す。父親は全員が職場復帰しています。【問30(1)(2)・31(1)】 

○育児休業取得後、職場復帰時に「短時間勤務制度」を利用した母親は36.8％、父親

は6.7％でした。母親が「短時間勤務制度」を利用しなかった理由は、「職場に取りに

くい雰囲気があった」（55.9％）の割合が最も高く、次いで「仕事が忙しかった」

（49.5％）、「短時間勤務にすると給与が減額される」（37.6％）となっています。 

【問31-4(1)(2)・問31-5(1)】 

▼ 

以上の結果から、雇用及び経済面において、安心して出産・育児が出来る職場環境の

整備と公的支援制度の周知・普及を図るとともに、希望した育児休業期間満了時から教

育・保育事業を利用したい保護者が、不安なく利用できる事業体制・運営となるように

さらなる改善をしていく必要があります。また、母親の育児休業の取得割合は高くなっ

ているものの、父親の取得割合は低い状況となっているため、父親の育児休業取得率の

向上を目指し、育児に対する意識の改革や取得しやすい職場環境の整備、父親の育児参

加の促進を進める必要があります。 

【参考資料】 

H25調査 H30調査

母 親 父 親 母 親 父 親 

取得した（取得中である）と回答した人数 289人 30人 406人 15人

就労者（「働いていなかった」の回答者を
除く）における育児休業取得割合

60.8％ 3.1％ 69.4％ 1.4％
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20.8 

29.4 

0.1 

2.3 

2.3 

21.6 

1.6 

16.8 

26.3 

0.1 

10.5 

0.1 

1.1 

0.0 

3.6 

33.8 

23.1 

26.7 

0.0 

2.2 

3.6 

23.7 

0.7 

13.9 

27.6 

0.0 

7.1 

0.3 

2.3 

0.1 

3.8 

34.6 

0% 25% 50% 75% 100%

H25調査

n=798

H30調査

n=899

12.9 

6.8 

7.6 

9.1 

0.8 

7.6 

8.3 

0.0 

5.3 

26.5 

19.7 

7.6 

2.3 

1.5 

15.2 

25.8 

17.8 

11.0 

8.9 

8.2 

1.4 

17.1 

3.4 

0.0 

8.2 

24.7 

16.4 

0.0 

3.4 

2.1 

17.8 

17.1 

0% 25% 50% 75% 100%

職場に育児休業を

取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に、）仕事に

早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、

経済的に苦しくなる

保育所などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の

親族にみてもらえるなど、

制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に

専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の

取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを

知らなかった

産前産後の休暇

（産前６週間、産後８週間）

を取得できることを知らず、退職した

その他

無回答

H25調査

n=132

H30調査

n=146

問33(1)(2) 育児休業を取得していない理由（経年比較） 

《母 親》 《父 親》 
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20 

26.7 

6.7 

20.0 

46.7 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=15

70.9 

100.0 

19.0 

0.0 

9.1 

0.0 

1.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(母親)n=406

就学前児童

(父親)n= 15

育児休業取得後、

職場に復帰した

現在も育児休業中である 育児休業中に離職した 無回答

53.8 

6.7 

43.4 

80.0 

2.8 

13.3 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(母親)n=288

就学前児童

(父親)n= 15

年度初めの入所に合わせたタイミングだった それ以外だった 無回答

28.1 

36.8 

32.3 

2.8 

0% 25% 50% 75% 100%

利用する必要がなかった

（フルタイムで働きたかった、

もともと短時間勤務だった）

利用した

利用したかったが、利用しなかった

（利用できなかった）

無回答

就学前児童

n=288

問30(1)(2) 育児休業取得後の職場復帰の状況 

問31(1)(2) 育児休業後に職場へ復帰した時期 

問31-4(1)(2) 職場復帰時における短時間勤務制度の利用状況 

《母 親》 《父 親》 
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21 

55.9 

49.5 

37.6 

5.4 

1.1 

5.4 

0.0 

14.0 

10.8 

9.7 

4.3 

0% 25% 50% 75% 100%

職場に短時間勤務制度を

取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が減額される

短時間勤務にすると保育所の

入所申請の優先順位が下がる

配偶者が育児休業制度や

短時間勤務制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族に

みてもらえるなど、子どもを

みてくれる人がいた

子育てや家事に専念するため退職した

職場に短時間勤務制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

短時間勤務制度を

利用できることを知らなかった

その他

無回答
就学前児童

n=93

33.3 

33.3 

33.3 

0.0 

33.3 

0.0 

0.0 

33.3 

0.0 

33.3 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=3

問31-5(1)(2) 短時間勤務制度を利用しなかった理由 

《母 親》 《父 親》 



塩竈市 

子ども・子育て支援事業に関する 

ニーズ調査結果報告書【概要版】 

発行日 平成 31（2019）年３月 

発行元 塩竈市役所 健康福祉部 子育て支援課 

住 所 〒985-0052 

宮城県塩竈市本町１番１号 

ＴＥＬ 022-353-7797   ＦＡＸ 022-366-7167 

ＵＲＬ https://www.city.shiogama.miyagi.jp/ 


